
第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

江
橋
工
業
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
青
葉
区
寺
家
町
五
百
二
十
二
番
地

塗
装

二

事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事

務

所

の

名

称

事

務

所

の

所

在

地

一
般
財
団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

松
戸
試
験
所

千
葉
県
松
戸
市
高
塚
新
田
五
八
〇
番
地
二
号

一
般
財
団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

中
日
本
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
片
端
町
二
三
番
地

一
般
財
団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

西
日
本
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
一
丁
目
二
一
番
一

九
号

一
般
財
団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

長
野
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

長
野
県
長
野
市
大
字
南
長
野
西
後
町
一
五
八
四
番

地
二
号

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
七
月
二
日

第
一
号
の
表
中 「

財
団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
昭

和
5
3年
６
月
2
0日
に
財
団
法
人
無
線
設
備
検
査
検
定
協
会

と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
、
平
成
1
0年
７
月
2
9日
に
財
団

法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名

称
に
変
更
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

0
0
1

」

を「
一
般
財

団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

0
0
1

」

に
改
め
る
。

平成™›年�月™�日 木曜日 第œŸœ—号官 報
〇
総
務
省
告
示
第
二
百
八
十
三
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
登
録
証
明
機
関

か
ら
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

登
録
証
明
機
関
の
名
称

財
団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

二

変
更
後
の
名
称

一
般
財
団
法
人
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
七
月
二
日

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
八
十
四
号

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
様
式
第
七
号

注
４
及
び
注
５
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
号
（
特
定
無
線
設
備
に
付
す
る
文
字
等
を

定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
十
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

平
成
二
十
四
年
七
月

十
七
日

国こ
く

民み
ん

の
生せ
い

活か
つ

が

第だ
い

一い
ち

生せ
い

活か
つ

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
e

十
二
e

八
永
田

町
Ｓ
Ｒ
ビ
ル
三
Ｆ

小
沢

一
郎

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
十
七
号

京
都
府
宇
治
市
役
所
備
付
け
の
次
の
戸
籍
の
一
部
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

京
都
府
宇
治
市
伊
勢
田
町
ウ
ト
ロ
一
番
地
の
二
十
七

杉
浦

勲

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法
務

省
告
示
第
二
百
九
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。平

成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
八
月
二
十
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日
か

ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示

第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

第
二
号
ロ
の
表
ダ
イ
イ
チ
の
項
中
「
ダ
イ
イ
チ
」を「
株

式
会
社
ダ
イ
イ
チ
」
に
、「
大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
馬
瀬

三
e

十
e

三
十
四
」
を
「
大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
馬
瀬
三

丁
目
九
番
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示

第
三
百
三
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

第
二
号
イ
の
表
藤
井
建
設
株
式
会
社
の
項
中
「
愛
知
県

幡
豆
郡
一
色
町
大
字
赤
羽
字
浜
田
九
十
五
番
地
」
を
「
愛

知
県
西
尾
市
一
色
町
赤
羽
浜
田
九
十
五
番
地
」に
改
め
る
。

第
二
号
ロ
の
表
株
式
会
社
山
幸
の
項
中
「
兵
庫
県
神
戸

市
兵
庫
区
中
道
通
四
丁
目
一
番
十
六
号
」
を
「
兵
庫
県
神

戸
市
長
田
区
野
田
町
九
丁
目
三
番
五
号
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

第
二
号
ロ
の
表
株
式
会
社
国
江
鉄
工
所
の
項
中
「
溶
接
」
を
「
溶
接
、
塗
装
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
九
日
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

š
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